R５年度の事業報告書

　　R5年4月1日からR6年3月31日まで


法人名　特定非営利活動法人ブエンカミーノ

１　事業の成果

　本年は、昨年11月に開所した「地域交流フリースペースOKAZAKI」を本格的に一年を通して運営実施。農業ボランティアの会やコミュニティカフェ岡崎キッチン、子育てオープンスペースといった活動に、予想を超えた多くの多世代住民が関わるようになり、０歳から100歳までが集える地域の多世代交流拠点としての基盤固めを行うことができた。地域の福祉ネットワーク「地域とつながるあのひとnet.亀山BASE」や安佐北区子育て支援連絡協議会などを通し、地域行政や福祉関係者とコミュニケーションを図る機会も多く、活動の周知を広めることが出来た一年であったと振り返る。
　また、居場所事業のひとつとして行っていたこどもの居場所活動「第三の居場所おかざキッズ」が、日本NPOセンター「こども・若者ライフサポートプログラム」の採択を受け、新たな占有スペースを整備し、専従スタッフを得たことからも、週に3日開所する「安佐北フリースクールOKAZAキッズ」として2024年１月から再スタートを切ることが出来た。また不登校の親の会「ポジペア」など、不登校支援団体として活動を広げた一年であった。
　若者自立支援に関しては、ほぼ新型コロナウイルスの影響が薄れた一年で、例年通りのワークキャンプ実施を行うことが出来た。長期の共同生活利用者、月に一度の数時間、一週間程度の滞在、と様々な若者の状況に合わせた受入れに対応した。また、若者自立支援事業において採択を受けていた「中国5県休眠預金等活用事業」最終年度（3年目）を無事に走りきることができ、3月の報告会では中国5県の同時期事業実施団体らと交流を深めることができた。

２　事業の実施に関する事項
(1)　特定非営利活動に係る事業
	事 業 名
(定款に記載した事業名)
	具体的な事業内容
	(A)当該事業の
実施日
(B)当該事業の
実施場所
(C)従事者の人数
	(D)受益対象者の範囲
(E)人数
	事業費の金額
(単位：千円)

	就労訓練事業
	農業を通して就労に必要な体力や社会的スキルを身に付ける
	（A）年中
（B）安芸高田市八千代（農場）、安佐北区亀山（農場）
（C）スタッフ4名
　　ボランティア5名
	（D）広島市、及び全国の概ね若者
（E）54人
	2,000千円

	共同生活事業


	団体シェアハウスにて共同生活をしながら、対人コミュ二ケーションや、生活スキルを身に付ける
	（A）年中
（B）安佐北区亀山（シェアハウス）
（C）スタッフ4名
　　ボランティア1名
	（D）広島市、及び全国の概ね若者
（E）17名
	2,000千円


	農林業
	農林業による生産・卸販売、及び収穫祭の実施
	（A）通年
（B）安芸高田市八千代（農場）、安佐北区亀山（農場）
（C）スタッフ3名
　　ボランティア16名
	（D）広島市在住の全ての年代
（E）500名
	2,000千円

	ワークキャンプ事業
	10代～40代の若者が参加する農業型ワークキャンプの実施
	A）年２回
（B）安芸高田市八千代（農場）、安佐北区亀山（農場、古民家）
（C）スタッフ3名
　　ボランティア16名
	（D）広島市、及び全国の概ね若者
（E）17名
	500千円

	地域共生・まちづくり事業
	地域交流フリースペースOKAZAKIの運営
＊コミュニティカフェ
＊子育てサロン
＊農業ボランティア
＊フリースペースの提供
など
	（A）月・水・金
10:00～16:00
（B）安佐北区亀山8－19－18
（C）スタッフ2名、ボランティア20名
	（D）安佐北区亀山中学校区、及び近隣住民
（E）700名

	2,000千円

	こども居場所事業
	安佐北フリースクール
OKAZAキッズの実施・運営、サマーキッズ、スプリングキッズなどの預かり事業
	（A）月・水・金
10:00～16:00
（B）安佐北区亀山8－19－18
（C）スタッフ2名、ボランティア2名
	（D）広島市在住の小学生
（E）96名
	3,803千円

	相談啓蒙事業
	「暮らすこと」「働くこと」に関する相談・カウンセリング
	（A）月・水・金
10:00～16:00
（B）安佐北区亀山8－19－18
（C）スタッフ2名
	（D）安佐北区亀山中学校区、及び近隣住民
（E）8名

	500千円


計　12,803千円


 (2)　その他の事業
　
　実施しなかった


（備考）
１　２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして記載する。
　２　２(2)には、定款上「その他の事業」に関する事項を定めているものの、当該事業年度にその他の事業を実施しなかった場合、「実施しなかった」と記載する。
